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2 0 1 1 年 国 際 固 体素 子 ・ 材 料 コ ン フ ァ レ ン ス  

 名 古 屋 大 学  財 満  鎭 明  

 

第 43 回 Int ern at iona l Co nf ere nc e on S oli d St at e Dev ice s an d  

Mate ri als  2 011  ( SSDM  2 01 1 )が 201 1 年 9 月 28 日 か ら 30 日 ま で 名 古

屋 市 愛 知 県 産 業 労 働 セ ン タ ー で 開 催 さ れ た ．  

 本 会 議 は ， マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ， メ モ リ ， セ ン サ な ど の 電 子 デ バ

イ ス ・ 材 料 分 野 と 情 報 通 信 に 用 い ら れ る 光 デ バ イ ス ・ 材 料 分 野 ， さ

ら に 有 機 エ レ ク ト ロ ニ ク ス ， ス ピ ン エ レ ク ト ロ ニ ク ス を 含 む ア ジ ア

に お け る 最 大 の 会 議 と し て 定 着 し ， そ の 重 要 性 は 年 ご と に 増 し て い

る ．本 年 は ，ご 承 知 の よ う に 3 月 1 1 日 の 大 震 災・津 波 と と も に 原 発

事 故 と い う 未 曽 有 の 災 害 に 見 舞 わ れ ， 会 議 の 開 催 す ら 危 ぶ ま れ る 状

況 の 中 で ， 組 織 委 員 ， 実 行 委 員 ， プ ロ グ ラ ム 委 員 を は じ め 多 く の 方

の ご 尽 力 に よ り 開 催 に こ ぎ つ け た が ，幸 い な こ と に SS DM 史 上 最 大 の

参 加 者 数 と 投 稿 論 文 件 数 を 記 録 す る と と も に 質 の 高 い 多 く の 発 表 と

充 実 し た 討 論 が な さ れ た ． 海 外 か ら の 投 稿 は 台 湾 ， 韓 国 ， な ど が 中

心 で あ る が ， や や 投 稿 件 数 の 減 少 が あ っ た も の の ， 国 内 の 投 稿 が 4

割 増 え た こ と で ， 記 録 的 な 投 稿 数 と な っ た ．  

一 方 ， 会 議 前 日 に は ， シ ョ ー ト コ ー ス 2 件 と ワ ー ク シ ョ ッ プ 2 件

が そ れ ぞ れ 行 わ れ ， こ れ も 過 去 最 高 と な っ た ． ま た ， 今 回 初 め て プ

ロ シ ー デ ィ ン グ ス の 電 子 媒 体 を U SB メ モ リ と CD- R の 二 本 立 て と し た ．

こ れ は セ キ ュ リ テ ィ を 理 由 に U S B が 使 用 で き な い 企 業 か ら の 参 加 者

に 配 慮 し た た め で あ る ． 堀 実 行 委 員 長 (名 古 屋 大 )を は じ め と す る 関

係 各 位 の ご 尽 力 に 深 く 感 謝 す る ．  

会 議 は 財 満 組 織 委 員 長 (名 古 屋 大 )の o pen ing  ad dr ess に 続 き ， ま

ず 半 導 体 産 業 研 究 所 の 福 間 雅 夫 所 長 の P len ary 講 演 で は ， 半 導 体 の

社 会 的 貢 献 お よ び 半 導 体 産 業 の 役 割 に つ い て 述 べ ら れ た ． さ ら に

SSDM  A ward の 授 与 式 が 執 り 行 わ れ た ． 本 年 は ， S SDM 19 85 に お い て

講 演 さ れ た “ X MO S T ran sis to r f o r a  3D - I C” の 電 総 研 (現 産 総 研 )

関 川 氏 ら に 与 え ら れ た ． 今 日 の ３ D 集 積 に 対 す る 先 駆 的 な 研 究 と し

て ， SS DM と し て 世 界 に 誇 れ る 論 文 の 一 つ と い う こ と が で き よ う ．  
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SSDM  A war d 授 与 式  

 

Plen ar y 講 演 の 後 半 で は ， 吉 田 守 孝 氏 (ト ヨ タ 自 動 車 常 務 役 員 )お

よ び Kin g L iu 教 授 (U C Ber kel ey )に よ り 自 動 車 産 業 と エ レ ク ト ロ ニ

ク ス の か か わ り ， お よ び 今 後 の 半 導 体 材 料 ・ デ バ イ ス に 求 め ら れ る

機 能 ， 技 術 的 課 題 に つ い て そ れ ぞ れ 展 望 し て い た だ い た ． ラ ン プ セ

ッ シ ョ ン で は ， O ppor tu nit ies  an d Ch al len ges  of  Het er oge neo u s  

Inte gr ati on on CMOS  (O rg ani zer : 宮 崎 論 文 副 委 員 長 (名 古 屋 大 ))

と Fu tur e  Roa dma p f or  G rap hen e Sc ienc e  an d Tec hno logy  (Or gan ize r  

:山 口 論 文 副 委 員 長 (N TT ))が 行 わ れ た ． 今 後 の C MO S の 光 ， MEM S， セ

ン サ へ の 集 積 ， お よ び グ ラ フ ェ ン の 将 来 に つ い て ， ゆ っ た り と し た

時 間 の 中 で 議 論 さ れ た ．  

 各 Area に お け る 主 な 議 論 は 以 下 の 通 り で あ る ．  

Area 1 の A dva nce d LS I Pro ces sin g & Ma ter ial s S cien ce (生 田 目

チ ェ ア (NI MS ) )で は ， Me tal /Hi gh - k の 評 価 技 術 ， 高 移 動 度 チ ャ ネ ル

の Ge， I II -V の パ シ ベ ー シ ョ ン 技 術 お よ び ジ ャ ン ク シ ョ ン 技 術 が 議

論 さ れ た ． そ の 中 で ， Si/ Hig h -k /Si の エ ピ 成 長 技 術 や Si の 表 面 ラ

フ ネ ス が ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 信 頼 性 へ 及 ぼ す 影 響 が 興 味 深 か っ た ．G e チ

ャ ネ ル に 関 す る 投 稿 件 数 が 多 く ，こ の 材 料 へ の 注 目 の 高 さ が 伺 え た ． 

Area 3 の C MOS  De vice s/ Dev ice  Ph ysic s (若 林 チ ェ ア (ソ ニ ー ))で

は ， 投 稿 件 数 が 若 干 減 少 し た が 例 年 以 上 の 聴 講 者 数 に 恵 ま れ ， 質 の

高 い 講 演・議 論 が 行 わ れ た ．特 に I BM や G LOB ALF OUD RIES か ら の 招 待

講 演 で は 最 新 F ou ndry 技 術 が 紹 介 さ れ ，さ ら に 高 移 動 度 Fin FET や ナ

ノ ワ イ ヤ の 信 頼 性 な ど ， 広 範 囲 に わ た り 熱 く 議 論 さ れ た ．  

Area 4 で は ST T - M RAM,  D RAM (F BC, M IM ),  F las h ( NAN D ,混 載 ) , M ON OS,  

PRAM ,  Re RAM に 関 し ，活 発 に 議 論 さ れ た ．Re RAM は 多 く の 提 案 が 行 わ
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れ る と と も に ， 欠 陥 密 度 と フ ォ ー ミ ン グ 電 圧 の 統 計 解 析 や Ve ri fy

な ど の 議 論 が な さ れ ，デ バ イ ス 開 発 と し て の 充 実 を 印 象 づ け た ．MT J

を 用 い て SN M を 広 げ た 低 消 費 電 力 不 揮 発 性 SRA M の 斬 新 な 登 場 も 注 目

を 集 め た ．  

Area 5 の A dva nc e d Ci rc uit s a nd Syst em s (須 川 チ ェ ア (東 北 大 ) )

で は ， イ メ ー ジ セ ン サ ， MEM S， ば ら つ き ， 信 頼 性 ， 3D 構 造 ， RF， ア

ナ ロ グ ・ デ ィ ジ タ ル 回 路 と い っ た 幅 広 い 分 野 の 先 端 回 路 ・ シ ス テ ム

技 術 に つ い て 質 の 高 い 発 表 と 活 発 な 議 論 が な さ れ た ．  

Area 6 の C omp oun d Se mic on duc tor  Elec tr on Dev ice s an d R ela te d  

Tech no log ies (田 中 チ ェ ア (芝 浦 工 大 ))で は ， Ⅲ -Ⅴ チ ャ ネ ル MO S FE T

を 含 む 化 合 物 半 導 体 や 酸 化 物 半 導 体 に 関 す る デ バ イ ス ・ プ ロ セ ス 技

術 に つ い て 発 表 が な さ れ た ほ か ，Area 14 と の ジ ョ イ ン ト セ ッ シ ョ ン

に お い て ，近 年 注 目 さ れ る Ga N，S i C 系 の パ ワ ー デ バ イ ス に つ い て 材

料 ・ プ ロ セ ス ・ デ バ イ ス の 観 点 か ら 活 発 に 議 論 さ れ た ．  

Area7 で は Ar ea２ と と も に 光 イ ン コ ネ の 合 同 セ ッ シ ョ ン を 設 け た ．

光 イ ン コ ネ は 光 通 信 と 並 ぶ シ リ コ ン フ ォ ト ニ ク ス の 重 要 な 適 用 先 で

あ り ， 小 型 ・ 高 速 の 光 検 出 器 や 変 調 器 が 報 告 さ れ た ． ま た ， フ ォ ト

ニ ッ ク 結 晶 レ ー ザ ー や 量 子 ド ッ ト レ ー ザ ー で 着 実 な 進 展 が み ら れ た

ほ か ， 光 源 を 目 指 し た G e/S iGe デ バ イ ス の 発 表 が 増 加 し た ．  

Area8 の A dva nce d M at eri al  Sy nth esis  and  C rys tal  Grow th で は ，

例 年 ど お り ， 幅 広 い 材 料 の 合 成 と 結 晶 成 長 に 関 す る 発 表 が あ っ た ．

窒 化 物 を 含 む I II - V 族 半 導 体 の 結 晶 成 長 に 関 し て 活 発 な 議 論 が な さ

れ ， 多 結 晶 Si 薄 膜 形 成 な ど IV 族 半 導 体 に 関 す る 発 表 も 多 か っ た ．

今 回 も グ ラ フ ェ ン に 関 す る 発 表 が 増 加 し ， 引 き 続 き 関 心 の 高 さ が 伺

え た ．  

Area  9 の Phy sic s  and  A ppl ica tio n s of  N ove l F unc t iona l Dev ice s 

and  M ate ria ls (大 野 チ ェ ア (理 研 ))で は ，マ イ ク ロ メ カ ニ カ ル 系 に お

け る ア イ ド ラ 光 状 態 の 発 生 ，グ ラ フ ァ ン ナ ノ リ ボ ン の 低 温 量 子 輸 送 ，

表 面 弾 性 波 に よ る 電 子 ， ス ピ ン の 輸 送 制 御 ， エ ッ ジ マ グ ネ ト プ ラ ズ

モ ン を 用 い た 固 体 素 子 量 子 光 学 な ど ， 高 い 投 稿 論 文 数 を 反 映 し ， 質

の 高 い 発 表 ・ 議 論 が 行 わ れ 有 意 義 な 会 議 と な っ た ．  

Area 10 の 有 機 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 関 連 セ ッ シ ョ ン で は ，動 作 電 圧 の
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低 電 圧 化 や デ バ イ ス 特 性 の 精 密 制 御 な ど ， 実 用 的 な 素 子 性 能 の 実 現

に 向 け て の 着 実 な 進 展 が あ る 一 方 で ， キ ャ リ ア の 動 き を 可 視 化 し て

解 析 す る な ど ， 基 礎 研 究 面 で も 重 要 な 進 歩 が み ら れ た ． ま た ， 印 刷

エ レ ク ト ロ ニ ク ス に 向 け て の 新 規 な プ ロ セ ス の 開 発 で も 多 く の 提 案

が な さ れ て い る ．  

Area 11 で は ，CM O S と バ イ オ /メ デ ィ カ ル・ ME MS デ バ イ ス の 融 合 し

た イ ン テ リ ジ ェ ン ト デ バ イ ス に 関 連 し た 発 表 が 本 セ ッ シ ョ ン の

60％ 以 上 を 占 め る 傾 向 に あ り ，今 後 CM OS 技 術 と の 融 合 の 発 表 が 増 え

る こ と が 期 待 さ れ る ．  

Area 13 の App lic atio ns  of  Na not ubes , Nan owi res  and  G rap hen e  

(本 久 チ ェ ア (北 大 ))で は ， カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ・ 半 導 体 ナ ノ ワ イ

ヤ ・ グ ラ フ ェ ン の 形 成 ， 物 性 評 価 か ら デ バ イ ス 応 用 ま で 幅 広 い 分 野

の 発 表 が あ り ， こ の う ち ナ ノ ワ イ ヤ ・ グ ラ フ ェ ン に つ い て は ジ ョ イ

ン ト セ ッ シ ョ ン を 開 催 し ， 多 く の 聴 衆 を 集 め た ． い ず れ の 分 野 も ，

形 成 技 術 お よ び 位 置 制 御 技 術 ， 評 価 技 術 ， 電 極 形 成 か ら 高 周 波 特 性

評 価 に 至 る FET 関 連 技 術 ， さ ら に は メ モ リ ・ セ ン サ 応 用 な ど 多 岐 に

わ た る 講 演 が あ り ， 各 分 野 の 広 が り と 着 実 な 進 展 が 感 じ ら れ た ．  

Area 14 の  P hot ov olta ic s &  Po wer  S emi con duc to r Devi ce s (宇 佐

美 チ ェ ア ，石 子 チ ェ ア )の う ち ，太 陽 電 池 関 連 で は 半 導 体 量 子 井 戸 や

ナ ノ 構 造 利 用 に よ る 特 性 改 善 に 関 す る 発 表 な ど が ， パ ワ ー デ バ イ ス

で は 横 型 高 速 IG B T 構 造 や Ga N デ バ イ ス 高 耐 圧 化 に 関 す る 発 表 な ど が

注 目 を 集 め た ．ま た ，合 同 セ ッ シ ョ ン を Are a6 と A re a10 で お の お の

開 催 し た ．  

次 回 SSD M 2012 は ， 20 12 年 9 月 25 日 か ら 27 日 に 国 立 京 都 国 際 会

館 に て 開 催 す る こ と を 予 定 し て い る ．  

 

 


